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AI（Artificial Intelligence）時代の学びと私たちの未来

7 月 16 日（水）に江東区議会本会議場で、「江東区こども議会」が行われました。
（この時の様子が「江東区公式チャンネル」にアップされています。「番組お知らせショートVer」にはKさんが、

「本編」にはIさんとOさんが登場します。是非ごらんください。 →右のQRコードから ）

この議会の第 1 グループの発表が、「これからの時代に必要な学習」についての提
案でした。「生成AIの使い方に関する授業」と「情報の真偽を判断する力を身に付け
る教育」という二本の柱は、未来を見据えた非常に重要な視点だと思います。AI 技術
が急速に進展する現代において、私たちは単に知識を詰め込むだけではなく、AIを「使
いこなす力」と、AI が生成する情報を含む「真偽を見極める力」を身につける必要が
あります。
もうすでに、生成 AIを使用している生徒がいると耳にします。ところで、生成 AIの多くは

「18歳未満は保護者の同意と適切な監督が必要」なはずですが、大丈夫でしょうか？

齋藤孝さんは『不機嫌は罪である（2018 年角川新書）』の中で、ネット社会を「無免許で首都高
を暴走するようなもの」と表現しました。インターネット上では、運転免許を持たない無免許運転者
が危険運転をするように、多くの人がモラルやマナーを欠き、自由に過激な発言や行為を繰り返し
ている。そのため、社会全体の秩序が乱され危険な状態に陥っている－と述べています。AI の活
用においても、同様のことが起こる、いや、すでに起きているようです。

「卒業アルバム加工した偽の性的画像ＳＮＳ拡散、一部は小中高生らが作成…警察庁がＡＩサイト調査」
（令和7年8月31日讀賣新聞）

AIがもたらすメリットとデメリット

学生にとってのメリットは、「学習の効率化」〔AIは、生徒一人ひとりの学習状況に合わせて、最適な
問題や教材を提案することで、効率的な学習をサポートする〕があげられます。その他、一般的には「生
産性の向上」、「人的ミスの減少」、「新しい職業の創出」等もあげられています。
一方で、デメリットもあります。「情報の正確性」〔AI が生成する情報には、間違いや偏見が含

まれる可能性があり、自ら情報を吟味する力が求められる〕、「倫理的な問題」〔プライバシーや著
作権侵害などの危険性を伴う〕、「人間の役割の変化」〔AI にできない、人間らしい「考える力」や
「協力する力」をどう育むか〕、「悪用への対応」が課題となります。

私たちに求められること

裏面は、学校評価アンケートの結果を生成 AI の一つ Gemini（江東区で教員向けに導入）により分析
したものの一部です。私には浮かばかった視点を与えてくれました。ただ、使用した数値が間違っ
ており、全ての見直し作業が必要でした。
また右上の南太は、手書きの絵を Gemini でグラフィック化したものです。便利で、使っていて

楽しくもなります。しかし頼りすぎると、思考力、判断力、表現力、発想力などが、衰えてしまう
のではないかと思い、自分で使用制限をしています。年齢制限があるのは、「子どもの成長を妨げ
る恐れ」があるからだと思われます。今は、脳に汗をかかせる時なのです。

AI は、未来を切り拓くための頼もしいパートナーです。AI を賢く使いこなし、社会の課題を解
決していく主役は、他でもない子どもたちです。ご家庭でも、AI について一緒に話し合い、未来
を創る AIとの付き合い方を考えてみてください。
学校の役割がまた一つ増えたと気が重くもなりますが、私たち教員も共に学んでいきます。

安易に使うと、自分自身の思考力や問題解決能力などが育たなくなり、危険であることを
子どもたちに十分理解させる必要があります。

早稲田大学 田中博之教授（「みんなの教育技術」から引用）
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AI分析：三者アンケートから見えた全体像

○最大の強みは「安全・安心な学校」という共通認識

共通して「いじめ防止への取り組み」への評価が高く、学校の安全基盤がしっかりと機能し、全方位から信頼されて

いることが最大の成果。ホームページ等での情報発信も高く評価されている。

●最大の課題は「意図が伝わらない」一方通行のコミュニケーション

教員側は「制度を整え、指導している」という自己評価が高い一方で、その意図や具体的な活用方法が、生徒や

保護者に届いていない。「やっているだけ」で終わり、効果を最大化できていない可能性がある。

1. 学習指導について：「伝えている」教員と、「伝わっていない」生徒

●「シラバス」の形骸化：教員はシラバスの指導をしていると考えているが、生徒からは「シラバスが何か分からない」と

いう声が上がるほど、その目的や活用法が全く伝わっていない。

●ICT活用の質のズレ：保護者は「すぐーる」など情報伝達ツールとしてのICT活用を高く評価しているが、生徒は

「もっと授業で使いたい」という、学習ツールとしての双方向・参加型の活用を求めている。

改善策 シラバスの「使い方」に触れる授業：学期当初に「シラバスを使って学習計画を立てる」－といった具体的

な演習時間を設け、「ただ配られる資料」から「自分のための道具」へと意識を変える。

2. 生徒支援について：「制度への信頼」と「個人への信頼」のギャップ

●「相談できる仕組み」と「相談したい先生」は別：教員は「自分ログ」など制度を整え、対応していると100%が回

答。しかし、生徒にとっては、制度の有無よりも「この先生になら話せる」という個人的な信頼関係が重要。

「先生によって対応が違う」や「人権を考えた指導を」という意見が、このギャップの根深さを物語る。

改善策 「相談の受け方」に関する教員研修の実施：勇気を出して相談した生徒が、どの教員でも安心して話せる

傾聴スキルや共感的な態度の標準化を図る。「生徒はこう感じているかもしれない」という視点をもつ。

3. 学校の特色ある活動について：三者が認める「今後の課題」

●全員が認める「未着手領域」 ：「ボランティア活動の推進」と「キャリア・パスポートの活用」は、教員も「弱い」と認識して

おり、保護者に活動内容が伝わっていない（保護者の36.7%がボランティア活動を「わからない」と回答）。明確な伸びしろ。

改善策 活動の「見える化」を：学校だよりやHPで「私たちのボランティア活動」「キャリア・パスポートで未来を描こう」といった

特集を組み、活動の目的と内容を伝える。知られていない活動は評価されない。認知度を高めることが最初のステップ。

【２年生 TOKYO GLOBAL GATEWAY ８月26日（火）】
TGG（東京都英語村）は

体験型英語学習施設で、英
語でのコミュニケーション
能力を楽しみながら高める
ことを目的としています。
TGG には学校利用プログラ
ムがあり、江東区の中学校２年生もこの施設を活用して、英語での実践的な学習機会を得ています。 

【全校 防災訓練 ９月２日（火）】
江東区防災計画課に協力いただき、学校と地域による避難

所設営訓練を行いました。生徒は、簡易トイレの使用法、マン
ホールトイレの囲いの組み立て、パーソナルスペース確保のテ
ント組み立て、起震車体験を行いました。「やったことがある」と
いうことがいつか活きる（？）でしょう。教員は学校の設
備の場所や使用法などを確認しました。

M主任教諭
7 月に新しい命が誕生しました おめでとうございます

教員による分析は学校ホームページをご覧ください


